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	(1)  形成外科の治療は創傷治癒のメカニズムや解剖に基いていることを学ぶ
	(2)  手術は、創造性が重要であることを学ぶ。
	(3)  再建法の基礎である組織の血行動態および、皮膚・軟骨・骨の創傷治癒過程について理解する。
	(4)  代表的疾患について、それらのＸ線、ＣＴ、ＭＲＩ、エコーの所見が述べられるようにする。
	(5)  講義で提示する疾患(病態・手術時期・手術解剖・再建術式・周術期管理・術後合併症)について理解する。
	(6)  各臨床教室との合同カンファレンスに参加する。

